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平成３０年版「大分県における救急の現況」の要点 

 

１ 救急業務の実施状況 

 

(1) 救急出動件数及び搬送人員ともに過去最多を記録 

平成２９年中の救急自動車の救急出動件数は、前年に比べ１，１３３件増(２．１％増)

の５５,３１０件、搬送人員は、前年に比べ８３０人増(１．７％増)の５０,４８７人で、

出動件数の増加傾向は止まらず、初めて５万件を超え過去最高となった。 

       

(2) 管外搬送人数は増加 

平成２９年中の消防本部が自らの管轄地域外の医療機関に搬送した人数（管外搬送  

人数）は、前年に比べ７３６人増の９，３６９人で、全救急搬送人員に占める管外搬送

人数の割合は、１８．６％（１．２％増）となった。 

消防本部の管轄地域と２次又は３次医療機関の所在地との相関で、消防本部間の差  

が顕著となっている。 

  

(3) 現場到着までの平均所要時間は前年と同様・病院収容までの平均所要時間は長く 

平成２９年中の現場到着までの平均所要時間は、前年に比べ０．２分増の８.３分、病

院収容までの所要時間も、前年に比べ０.２分増の３５．４分となった。 

なお、平成２９年中の全国の現場到着までの平均所要時間は８.６分、病院収容までの

平均所要時間は３９.３分となっている。 

 

２ 救急搬送の状況 

 

(1) 事故種別の搬送人員は、「急病」が依然として半数以上 

平成２９年中の事故種別の搬送人員では、「急病」が前年に比べ５８４人増の 

２９，１５３人で、全体の５７.７％を占めており、依然として高い割合となっている。 

 

(2) 年齢区分別の搬送人員は、「高齢者」が６０％超を占める 

平成２９年中の年齢区分別の搬送人員では、「高齢者」が前年に比べ８６７人増の 

３３，１７０人で、全体の６５．７％を占めており、全国平均の６１．８％を３．９ポ

イント上回っている。 
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 (3) 傷病程度別の搬送人員は、「中等症」と「軽症」が高い割合 

平成２９年中の傷病程度別の搬送人員では、「中等症」が前年に比べ、６３０人増の

２４，２５２人で、全体の４８.０％を占めており、全国平均の４２.４％を５．６ポイ

ント上回っている。 

「軽症」は、前年に比べ４７人増の１７，２３７人で、全体の３４．１％を占めてお

り、全国平均の４８．１％を１４．０ポイント下回っている。 

 

３ 救急業務の実施体制 

 

(1) 救急隊員数、救急救命士数は減少 

平成３０年４月１日現在における救急隊員数は、前年に比べ６４名減少し６７０名  

で、そのうち救急救命士の資格を有する職員は、前年に比べ４名減の３０６名となって

おり、救急隊員数に占める割合は４５．７％となっている。 

出動する隊員のうち少なくとも１名が救急救命士である「救急救命士運用隊」の数  

は６０隊で、全救急隊数に占める割合は１００％となっている。 

(2) 高規格救急自動車数は増加、導入率は全国平均を上回る 

平成３０年４月１日現在の救急救命士による高度な処置が可能な「高規格救急自動  

車」台数は、前年と比べ２台増の７２台で、全救急自動車台数７４台に占める割合は  

９７．３％となり、全国の平均導入率９６．５％を上回っている。 

 

４ 救急救命措置の実施状況 

 

(1) 救急救命士による特定行為実施件数の増加 

平成２９年中における救急救命士による特定行為実施件数は、前年に比べ５４２件増

の１，７５６件で、年々確実に特定行為の実施件数は増加している。 

     

(2) 消防機関による救急救命講習は１１年連続で１万人を超える 

平成２９年中における救急救命講習を受講した住民は、１０，７７７人で、１万人を

超えている。 
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１ 救急業務の実施状況 

 

【平成 29年中における救急業務の実施状況】 

  

１．救 急 出 動 件 数   55,310 件（前年比 1,133件増） 

 

２．救 急 搬 送 人 員   50,487 人（前年比 830人増） 

 

３．う ち 管 外 搬 送 人 員    9,369 人（前年比  736人増） 

   【総搬送人員に占める割合 18.6 ％（前年比  1.2ポイント増】 

 

４．現 場 到 着 所 要 時 間      8.3 分（前年比 0.2分増） 

【全国平均 8.6分】 

 

５．医療機関収容所要時間     35.4 分（前年比 0.2分増） 

                  【全国平均 39.3分】 

 

 

第１表 各消防本部における救急出動件数及び救急搬送人員（単位：件、人） 

 

（単位：件、人）

前年比 前年比

大分市消防局 19,313 564 16,812 418 558 △ 41 3.3% △ 0.3

別府市消防本部 6,679 136 6,034 △ 1 119 △ 12 2.0% △ 0.2

中津市消防本部 3,929 △ 8 3,657 8 477 △ 5 13.0% △ 0.2

佐伯市消防本部 3,363 111 3,129 83 503 128 16.1% 3.8

臼杵市消防本部 2,402 56 2,285 60 833 123 36.5% 4.5

津久見市消防本部 1,168 21 1,102 19 311 1 28.2% △ 0.4

竹田市消防本部 1,430 △ 47 1,348 △ 64 874 372 64.8% 29.3

豊後高田市消防本部 1,425 △ 30 1,363 △ 27 680 △ 45 49.9% △ 2.3

宇佐市消防本部 3,081 141 2,956 162 815 93 27.6% 1.7

豊後大野市消防本部 2,110 △ 3 1,995 △ 4 737 △ 29 36.9% △ 1.4

由布市消防本部 1,844 36 1,714 △ 13 1,133 46 66.1% 3.2

国東市消防本部 1,459 △ 19 1,397 △ 6 416 20 29.8% 1.6

日田玖珠広域消防組合消防本部 4,321 113 4,072 120 443 27 10.9% 0.4

杵築速見消防組合消防本部 2,786 62 2,623 75 1,470 58 56.0% 0.6

県計 55,310 1,133 50,487 830 9,369 736 18.6% 1.2

（平成29年中）

消防本部
前年比 前年比

管外搬送率
ｂ／ａ（％）救急出動件数

（件）

救急搬送人員
（人）
（ａ）

うち管外搬送
（人）（ｂ）
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 第１図  救急出動件数及び救急搬送人員の推移 

 

 

第２図 管外搬送人員の推移 
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第２表  各消防本部における現場平均到着所要時間及び収容平均所要時間 

 

 

第３図  現場平均到着所要時間の推移 

 

前年比（分） 前年比（分）

大分市消防局 6.8 0.1 29.1 0.7

別府市消防本部 7.5 0.4 28.4 0.0

中津市消防本部 8.7 0.1 36.9 △ 0.6

佐伯市消防本部 10.9 △ 0.2 42.4 0.4

臼杵市消防本部 7.7 0.2 33.9 0.7

津久見市消防本部 10.5 1.3 38.8 1.1

竹田市消防本部 10.2 0.2 41.1 △ 1.6

豊後高田市消防本部 8.4 0.1 38.0 △ 0.6

宇佐市消防本部 8.5 0.1 39.3 1.2

豊後大野市消防本部 9.1 0.2 42.5 0.4

由布市消防本部 8.5 0.0 41.9 1.2

国東市消防本部 7.6 △ 0.3 47.0 △ 1.4

日田玖珠広域消防組合消防本部 10.5 △ 0.3 44.8 △ 1.1

杵築速見消防組合消防本部 10.9 0.5 41.9 0.7

県計 8.3 0.2 35.4 0.2

（平成29年中）

消防本部
現場到着

平均所要時間（分）
収容

平均所要時間（分）
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第４図  病院収容平均所要時間の推移 
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２ 救急搬送の状況 

【平成２９年中における救急搬送の状況】 

 

１．事故種別搬送状況 

「急病」が最も多く【29,153人（57.7%)】、増加傾向【前年比 584人増】にある。 

  その他の区分は、近年、横ばい状態である。 

 

２．年齢区分別搬送状況 

「高齢者」が最も多く【33,170人(65.7%)】、増加傾向【前年比 867人増】 

 にある。 

  その他の区分は、近年、横ばい状態である。 

 

３．傷病程度別搬送状況 

「中等症」が【24,252人（48.0%）】と最も多く、次いで、「軽症」【17,237人（34.1%）】 

となっている。   

 

第５図  事故種別搬送人員 
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第６図  事故種別搬送人員の推移 
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第７図  年齢区分別搬送人員 
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第８図  年齢区分別搬送割合の推移 
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第９図  傷病程度別搬送人員 
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第１０図  傷病程度別搬送割合の推移 
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３ 救急業務の実施体制 

 

第１１図  救急隊員数の推移 

 

【平成 30年 4月 1日現在の救急業務実施体制】 

 

１．救急業務実施消防本部数   14 本部（前年同） 

 

２．救急隊数          60 隊（前年同） 

 

３．救急隊員数         670 人（前年比 64人減） 

 

４．救急自動車数          74 台（前年同） 

 

５．うち高規格救急自動車    72 台（前年比 2台増） 

 

６．高規格救急自動車導入率  97.3 ％（前年比 2.7ポイント増） 

           【全国平均 96.5 ％】 
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第１２図  救急自動車台数の推移 

 

 

第１３図  高規格救急自動車導入率の推移 
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【平成 30年 4月 1日現在の救急救命士活動状況】 

 

１．救急救命士有資格者数       422 人（前年比 8人増）  

 

２．うち救急業務従事者数       337 人（前年比 27人増） 

 

３．うち救急業務専任者数        98 人（前年比 7人増） 

 

４．救急救命士運用隊数        60 隊（前年同） 

 

５．救急救命士運用率        100 ％（前年同）【全国平均 99.1％】 

 （救急救命士所属隊数／総救急隊数） 

 

第３表  各消防本部における救急業務に従事する救急救命士数（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

（平成30年4月1日現在）

うち専任 うち兼任

大分市消防局 100 68 55 13

別府市消防本部 34 31 20 11

中津市消防本部 29 25 8 17

佐伯市消防本部 37 34 0 34

臼杵市消防本部 19 11 0 11

津久見市消防本部 13 11 0 11

竹田市消防本部 26 20 0 20

豊後高田市消防本部 10 10 0 10

宇佐市消防本部 24 20 9 11

豊後大野市消防本部 29 22 0 22

由布市消防本部 21 21 0 21

国東市消防本部 22 16 0 16

日田玖珠広域消防組合消防本部 36 36 0 36

杵築速見消防組合消防本部 22 12 6 6

県計 422 337 98 239

消防本部
救急業務に従事する救急救命士救急救命士

有資格者数
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第１４図  救急業務に従事する救急救命士有資格者数の推移 

 

 

第４表  各消防本部における救急救命士運用率 

 

 

（平成30年4月1日現在）

隊数 運用率 隊数 運用率

大分市消防局 14 12 12 100.0% 12 100.0%

別府市消防本部 4 4 4 100.0% 4 100.0%

中津市消防本部 3 4 4 100.0% 4 100.0%

佐伯市消防本部 5 6 6 100.0% 5 83.3%

臼杵市消防本部 2 3 3 100.0% 2 66.7%

津久見市消防本部 1 1 1 100.0% 1 100.0%

竹田市消防本部 2 3 3 100.0% 3 100.0%

豊後高田市消防本部 2 2 2 100.0% 2 100.0%

宇佐市消防本部 3 3 3 100.0% 3 100.0%

豊後大野市消防本部 4 4 4 100.0% 4 100.0%

由布市消防本部 3 3 3 100.0% 3 100.0%

国東市消防本部 4 4 4 100.0% 3 75.0%

日田玖珠広域消防組合消防本部 5 8 8 100.0% 5 62.5%

杵築速見消防組合消防本部 3 3 3 100.0% 3 100.0%

計 55 60 60 100.0% 54 90.0%

消防本部名 署所数
救急
隊数

救急救命士運用隊数

運用隊数 うち常時
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第１５図  救急救命士運用率の推移 
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４ 救急救命処置の実施状況等 

【平成 29年中における救急隊員による救急救命処置の実施状況】 

   気管挿管実施認定救命士及び薬剤投与実施認定救命士の増加により、器具による

気道確保（気管挿管）、静脈路確保、薬剤投与の各特定行為実施件数は、前年より

増加している。また、心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液並

びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与（以下、ショックへの輸液・ブドウ糖

投与）が可能となっている。 

 

１．除細動         142 件（前年比 11件増） 

 

２．静脈路確保        856 件（前年比 346件増） 

 

３．器具による気道確保   379  件（前年比 10件増） 

 うち気管挿管      142  件（前年比 8件増） 

 

４．薬剤投与        443 件（前年比 309件増） 

 

５．ブドウ糖投与       78 件（前年比 53件増） 

 

第５表  救急救命処置実施件数（単位：件） 

 

うち気管挿管

大分市消防局 36 288 98 45 116 39

別府市消防本部 15 66 42 11 38 6

中津市消防本部 16 83 46 15 56 5

佐伯市消防本部 7 72 25 19 49 3

臼杵市消防本部 3 50 40 12 21 3

津久見市消防本部 0 9 3 1 2 1

竹田市消防本部 9 33 13 11 13 1

豊後高田市消防本部 8 18 24 7 19 0

宇佐市消防本部 10 60 18 2 39 7

豊後大野市消防本部 5 33 9 7 15 1

由布市消防本部 12 17 13 7 11 2

国東市消防本部 8 30 25 1 15 3

日田玖珠広域消防組合消防本部 5 60 13 4 38 4

杵築速見消防組合消防本部 8 37 10 0 11 3

県計 142 856 379 142 443 78

※「器具による気道確保」には、経鼻エアウェイにより気道確保を行った件数及び喉頭鏡・鉗子等を使用して異物除去を行った件数を除く

ブドウ糖投与消防本部 除細動 静脈路確保
器具による気道確保

薬剤投与
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第６表  救急救命士による特定行為の実施状況 

 

第１６図  救急救命士による特定行為実施件数の推移 

 

 

H19.4.1 185 30 18 平成18年 43,447 127 33 33 1

H20.4.1 193 46 33 平成19年 44,666 151 86 57 20

H21.4.1 202 71 73 平成20年 44,776 183 128 117 41

H22.4.1 222 96 92 平成21年 44,754 168 130 138 48

H23.4.1 239 106 148 平成22年 46,898 151 154 179 56

H24.4.1 257 113 182 平成23年 48,679 156 135 222 78

H25.4.1 267 116 215 平成24年 48,786 115 164 233 104

H26.4.1 284 116 241 平成25年 50,491 182 113 226 150

H27.4.1 290 114 261 平成26年 51,393 193 122 296 223

H28.4.1 299 111 276 68 平成27年 51,393 202 103 313 251

H29.4.1 310 119 281 167 平成28年 54,177 235 134 510 310 25

H30.4.1 306 124 290 232 平成29年 55,310 237 142 856 443 78

※１　救急救命士がラリンゲアルマスク等（ＬＴ、ＷＢ、ＣＢ、ＥＧＴＡ等）を使用して行ったもの

※２　救急救命士が気管挿管処置を実施して気道確保を行ったもの

対象年
救急出動

件数

救急救命士
数

（運用数）

気管挿管
認定者数

ショックへの
輸液・ブドウ

糖投与
対象年

ブドウ糖
投与

薬剤投与
認定者数

静脈路
確保

薬剤投与
気管挿管

※２
気道確保

※１
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【平成 29年中における消防機関による応急手当普及講習の実施状況等】 

平成 29年中に消防機関が行った応急手当普及講習の修了者数は、10,777人とな

っている。 

 

第７表  応急手当普及講習修了者数の推移 

 

普通救命講習 上級救命講習 合計

平成１８年 9,021 520 9,541
平成１９年 11,599 301 11,900
平成２０年 12,092 381 12,473
平成２１年 9,767 412 10,179
平成２２年 9,873 404 10,277
平成２３年 9,939 361 10,300
平成２４年 12,520 416 12,936
平成２５年 11,032 323 11,355
平成２６年 11,005 314 11,319
平成２７年 12,586 332 12,918
平成２８年 9,939 249 10,188
平成２９年 10,481 296 10,777

合計 119,373 4,013 123,386

住民に対する応急手当普及講習修了者数
区分


